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2－　－

正
寿
寺
所
蔵
の
六
字
名
号
に
つ
い
て

岡　

村　

喜　

史

は
じ
め
に

今
年
の
二
月
五
日
、
正
寿
寺
の
住
職
が
西
本
願
寺
に
持
参
さ
れ
た
六
字

名
号
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、
本
願
寺
第
八
代
蓮
如
筆
と
確
認
で
き
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
六
字
名
号
を
蓮
如
筆
と
判
断
し
た
根
拠
と
と
も
に
、
蓮
如
と

名
号
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
浄
土
真
宗
の
名
号
本
尊

浄
土
真
宗
を
開
い
た
親
鸞
は
、
名
号
を
本
尊
と
し
て
礼
拝
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
１
）
に
よ
る
と
、
名
号
と
は
「
一
般
に
す
べ
て
の
仏
・

菩
薩
の
名
前
を
い
う
」
と
し
、「
浄
土
教
で
は
、
と
く
に
阿
弥
陀
如
来
の
名

を
指
し
、
嘉
号
・
徳
号
・
尊
号
な
ど
と
も
い
う
」
と
解
説
し
て
い
る
。

浄
土
真
宗
で
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
、「
南
無
不
可
思
議

光
如
来
」
の
九
字
名
号
、「
帰
命
尽
十
方
無
礙
光
如
来
」
の
十
字
名
号
が
よ

く
使
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
浄
土
真
宗
を
開
い
た
親
鸞
自
筆
の
名
号
と
し
て

は
、
六
字
名
号
と
十
字
名
号
と
と
も
に
、「
南
無
不
可
思
議
光
仏
」
の
八
字

名
号
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
親
鸞
は
、
名
号
の
こ
と
を
「
方
便
法
身
尊
号
」

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
真
宗
で
は
正
式
に
は
こ
の
名
称
が
使
用

さ
れ
る
。

本
願
寺
第
三
代
覚
如
は
、
京
都
東
山
の
大
谷
に
営
ま
れ
た
親
鸞
の
墓
所

に
十
字
名
号
を
安
置
し
て
こ
れ
を
本
尊
と
し
、
寺
院
化
を
進
め
て
「
本
願

寺
」
と
称
し
た
。

こ
の
よ
う
な
浄
土
真
宗
の
名
号
に
対
す
る
考
え
方
を
受
け
て
蓮
如
は
、

浄
土
真
宗
で
は
名
号
が
尊
重
さ
れ
る
と
し
て
、

一
、
他
流
ニ
ハ
、
名
号
ヨ
リ
木
像
ト
云
ナ
リ
。
当
流
ニ
ハ
木
像
ヨ
リ
ハ
絵
像
、

絵
像
ヨ
リ
ハ
名
号
ト
云
ナ
リ
。（
２
）

と
言
っ
た
。

二
、
蓮
如
の
名
号

蓮
如
は
、
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
に
本
願
寺
を
相
続
す
る
と
、
近
江

国
南
部
の
村
に
金
字
十
字
名
号
を
授
与
し
て
本
尊
と
し
、
次
々
と
道
場
を

創
建
し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
比
叡
山
は
、
十
字
名
号
の
中
に
書
か
れ
て

い
る
「
無
礙
光
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
本
願
寺
は
社
会
秩
序
を
乱
す

行
為
を
し
て
も
最
後
に
名
号
を
称
え
れ
ば
阿
弥
陀
如
来
に
よ
っ
て
救
わ
れ

る
と
説
き
広
め
て
い
る
「
無
礙
光
宗（

衆
）」
と
し
て
非
難
し
、
寛
正
六
年
（
一

四
六
五
）
の
一
月
と
三
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
比
叡
山
の
衆
徒
が
大
谷
本

願
寺
を
破
却
し
た
。

蓮
如
は
、
こ
の
事
件
以
後
基
本
的
に
は
金
字
十
字
名
号
を
新
た
に
授
与

す
る
こ
と
を
取
り
止
め
た
。
そ
し
て
自
身
で
紙
に
書
い
た
墨
書
六
字
名
号

を
授
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

蓮
如
は
、
生
涯
を
通
じ
て
名
号
を
た
く
さ
ん
書
い
た
。
そ
の
こ
と
は
蓮

如
の
在
世
中
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
蓮
如
の
門
弟
で
あ
る
空

善
は
次
の
よ
う
な
話
を
残
し
て
い
る
。
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一
、
ア
ル
時
仰
ニ
、
オ
レ
ホ
ト
名
号
カ
キ
タ
ル
人
ハ
、
日
本
ニ
ア
ル
マ
シ
キ
ソ
、

ト
仰
候
キ
。
ト
キ
ニ
美
濃
殿
、
三
国
ニ
モ
マ
レ
ニ
ア
ル
ヘ
ク
候
、
ト
申
上
タ

マ
ヘ
ハ
、
サ
ヤ
ウ
ニ
ア
ル
ヘ
シ
、
ト
仰
候
キ
。
マ
コ
ト
ニ
不
思
議
ナ
ル
御
事

也
。（
３
）

こ
れ
に
よ
る
と
蓮
如
は
自
身
で
、
自
分
ほ
ど
多
く
の
名
号
を
書
い
た
者

は
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
門
弟
の
美
濃
（
慶
聞
房
龍
玄
）
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の

三
国
で
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
答
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

蓮
如
は
ど
れ
く
ら
い
の
名
号
を
書
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
蓮
如

の
十
男
で
あ
る
実
悟
が
編
集
し
た
「
本
願
寺
作
法
之
次
第
」
に
よ
る
と
、

一
、
蓮
如
の
御
時
は
、
廿
五
日
御
斎
前
に
名
号
を
三
百
幅
ま
て
あ
そ
は
さ
れ
候

と
注
た
る
物
に
御
入
候
き
、
然
ハ
廿
八
日
・
十
八
日
御
斎
前
に
も
、
百
幅
、

二
百
幅
、
名
号
を
被
遊
た
る
事
ニ
候
間
、
実
如
の
御
時
又
同
前
に
御
入
候

き
（
４
）。

と
あ
り
、
二
十
五
日
の
御
斎
前
に
一
日
に
三
〇
〇
幅
の
名
号
を
、
二
十
八

日
・
十
八
日
の
御
斎
前
に
一
〇
〇
幅
、
二
〇
〇
幅
の
名
号
を
書
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
二
十
五
日
は
親
鸞
の
師
で
あ
る
法
然
の
月
命
日
に
あ
た
り
、

二
十
八
日
は
親
鸞
の
月
命
日
、
十
八
日
は
蓮
如
の
父
で
あ
る
存
如
の
月
命

日
に
あ
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
命
日
に
仏
事
が
催
さ
れ
て
、
そ
の
時
に
参
っ

て
く
る
人
々
の
た
め
に
、
御
斎
（
午
前
中
の
食
事
）
の
前
に
名
号
を
書
い

て
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
蓮
如
は
、

多
く
の
名
号
を
書
い
て
い

た
こ
と
が
記
録
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
、
各
地
に
蓮

如
筆
の
名
号
が
残
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
寛
正
六
年

に
比
叡
山
か
ら
金
字
十
字

名
号
に
つ
い
て
非
難
さ
れ

て
い
た
た
め
、
自
身
で
書

い
た
名
号
は
六
字
名
号
が

多
く
、
一
日
に
二
〇
〇
幅
、

三
〇
〇
幅
と
い
う
ほ
ど
た

く
さ
ん
書
い
て
い
た
こ
と

写真１　蓮如筆六字名号（正寿寺蔵）
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か
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
草
書
体
で
あ
る
。

先
の
「
本
願
寺
作
法
之
次
第
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
蓮
如
の
次
の
第
九

代
実
如
も
蓮
如
と
同
じ
よ
う
に
名
号
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
室
町
時
代
後
期
に
書
か
れ
た
本
願
寺
系
の
墨
書

六
字
名
号
は
、
知
名
度
の
高
さ
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
蓮
如
筆
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
如
も
同
様
に
名
号
を
書
い
て
お
り
、
さ
ら
に
次
の

第
十
代
証
如
も
名
号
を
書
い
て
い
た
。
こ
の
三
人
の
筆
跡
が
似
て
い
る
た

め
区
別
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
５
）。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
九
九
八
年
の
蓮
如
五
百
回
忌
に
際
し
て
、

各
地
の
調
査
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
写
真
を
集
め
て
形
態
分
類
す
る
試
み

が
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー

ン
に
分
類
し
て
筆
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
が
現
段
階
で

の
蓮
如
・
実
如
・
証
如
筆
の
六
字
名
号
な
ど
を
見
分
け
る
指
標
と
さ
れ
て

い
る
（
６
）。三

、
正
寿
寺
所
蔵
の
草
書
六
字
名
号

正
寿
寺
の
草
書
六
字
名
号
は
、
茶
褐
色
の
料
紙
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
六
文
字
を
草
書
体
で
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
六
字
名
号
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
は
、
繊
維
の
細
か
い
画
仙
紙
風

の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
本
願
寺
系
で
使
用
さ
れ
る
名
号
紙

は
楮
を
原
料
と
し
た
も
の
で
、
紙
漉
き
時
の
簀
の
子
の
跡
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
蓮
如
な
ど
室
町
後
期
の
本
願
寺
歴
代
宗
主
が
名

号
を
書
く
時
に
使
用
し
た
紙
に
は
簀
の
子
の
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
以
前
、

蓮
如
筆
の
六
字
名
号
の
料
紙
を
化
学
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
原
料
に
竹
が
使

用
さ
れ
た
竹
紙
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
７
）、
正
寿
寺
の
六
字
名
号
の
料

紙
も
室
町
時
代
後
期
に
本
願
寺
で
使
用
さ
れ
て
い
る
名
号
紙
と
共
通
す
る
。

ま
た
筆
跡
の
特
徴
と
し
て
は
、
蓮
如
は
一
日
に
二
〇
〇
幅
、
三
〇
〇
幅

と
た
く
さ
ん
の
名
号
を
書
い
た
こ
と
か
ら
、
草
書
体
で
一
気
に
書
き
上
げ

る
よ
う
に
書
い
て
お
り
、
そ
の
時
墨
継
ぎ
も
せ
ず
書
く
か
、「
南
無
」
と

「
阿
弥
陀
仏
」
の
間
で
一
度
墨
継
ぎ
を
す
る
程
度
で
あ
る
。

正
寿
寺
の
六
字
名
号
は
、
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
な
か
、
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
書
き
ぶ
り
で
、「
阿
」
の
旁
の
上
部
を
右
上
に
力
強
く
引
き
上
げ
る

よ
う
に
書
く
と
と
も
に
、
そ
の
下
部
を
右
上
が
り
の
「
つ
」
字
型
と
す
る

点
は
蓮
如
筆
の
特
徴
と
言
え
る
。

な
お
、
証
如
の
筆
跡
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
け
丁
寧
に
書
く
特
徴
を
示

す
。
ま
た
実
如
の
署
名
や
書
状
か
ら
認
め
ら
れ
る
筆
遣
い
は
、
筆
の
穂
先

と
腹
を
使
い
な
が
ら
書
く
た
め
筆
線
に
抑
揚
の
あ
る
書
き
方
と
な
る
特
徴

を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
蓮
如
は
、
筆
線
の
太
さ
が
比
較
的
一
定
と
す
る

特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
正
寿
寺
の
六
字
名
号
は
蓮
如
筆

と
認
め
て
問
題
は
な
い
。

正
寿
寺
が
こ
の
蓮
如
筆
六
字
名
号
を
所
蔵
し
て
い
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
正
寿
寺
住
職
の
棘
慧
力
が
作
成
し
た
正
寿
寺

の
「
明
細
帳
」（
８
）
に
よ
る
と
、「
往
昔
真
言
宗
延
寿
寺
ア
リ
、
別
当
観
空

本
山
第
八
世
蓮
如
宗
主
ニ
帰
依
シ
弟
子
ト
ナ
リ
六
字
名
号
ヲ
授
ル
、
之
ヲ

本
尊
ト
シ
改
宗
看
坊
ス
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
真
言
宗
延
寿
寺
の
観
空
が

蓮
如
に
帰
依
し
て
六
字
名
号
を
授
与
さ
れ
て
浄
土
真
宗
の
道
場
を
開
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
三
月
に
現
在
地
に

移
転
し
て
、
同
十
九
年
十
二
月
十
七
日
に
空
昭
が
木
仏
本
尊
を
受
け
る
と

と
も
に
、
正
寿
寺
と
改
称
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
簡
単

な
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
正
寿
寺
の
詳
細
な
変
遷
は
定
か
で
は
な
い
。
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お
わ
り
に

正
寿
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
六
字
名
号
は
蓮
如
の
筆
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
と
の
関
係
が
で
き
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
深
江
に
お
い
て
念
仏
の
信
仰
が
守
り
継

が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
二
〇
一
三
年
、

本
願
寺
出
版
社
刊
）。

（
２
）「
蓮
如
上
人
一
語
記
」（『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
７ 

蓮
如
法
語
』

二
〇
一
二
年
、
法
藏
館
刊
）。

（
３
）「
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
」（『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
７ 

蓮

如
法
語
』
二
〇
一
二
年
、
法
藏
館
刊
）

（
４
）『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
13 

儀
式
・
故
実
』
所
収
（
二
〇
一
七

年
、
法
藏
館
刊
）

（
５
）『
真
宗
重
宝
聚
英 

第
一
巻 

名
号
本
尊
』（
一
九
八
七
年
、
同
朋
舎
刊
）
で

は
、
蓮
如
・
実
如
・
証
如
の
筆
に
よ
る
六
字
名
号
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

区
別
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所 

研
究
叢
書
Ⅰ 

蓮
如
名
号
の
研
究
』（
一
九

九
八
年
、
法
藏
館
刊
）

（
７
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
図
録 

蓮
如
上
人
余
芳
』（
一
九
九
八
年
、
本
願

寺
出
版
社
刊
）
に
、
室
町
時
代
後
期
の
本
願
寺
系
六
字
名
号
に
使
用
さ
れ
て

い
る
料
紙
の
化
学
分
析
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
。

�

（
本
願
寺
史
料
研
究
所
上
級
研
究
員
）

江
戸
時
代
の
正
寿
寺
（
３
）

　

本
山
か
ら
授
か
っ
た

　
　
　
　
　

歴
代
門
主
の
真
影

史
料
館
長　

大　

国　

正　

美

は
じ
め
に

「
本
庄
村
史
編
纂　

寺
院
の
分
二
十
三
枚
」
と
い
う
表
紙
の
つ
い
た
手
書

き
原
稿
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
七
年
か
ら
本
庄
村
史
の
編
纂
を
手
掛
け

た
郷
土
史
家
松
田
直
市
が
残
し
た
も
の
で
、
元
本
庄
村
職
員
だ
っ
た
岡
田

博
達
氏
か
ら
昭
和
五
十
五
年
七
月
二
十
八
日
に
寄
贈
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。

「
本
庄
村
誌
」
の
原
稿
の
一
部
と
し
て
書
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の

中
に
正
寿
寺
が
、
西
本
願
寺
か
ら
門
主
や
高
僧
の
真
影
を
繰
り
返
し
入
手

し
た
記
録
が
あ
る
。
正
寿
寺
が
願
主
と
な
り
、
檀
家
が
寄
進
し
た
記
録
も

含
ま
れ
る
。
真
影
は
戦
災
で
す
べ
て
失
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
本
山

と
正
寿
寺
、
な
ら
び
に
檀
家
と
の
つ
な
が
り
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
貴

重
な
デ
ー
タ
と
も
い
え
る
。

本
庄
村
誌
編
纂
の
嘱
託
松
田
直
市
の
遺
稿

こ
の
記
録
を
残
し
た
松
田
直
市
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
旧

中
野
村
の
名
望
家
松
田
安
右
衛
門
家
の
分
家
松
田
直
左
衛
門
家
に
生
ま
れ

た
。
御
影
師
範
学
校
を
修
了
、
西
宮
第
一
小
学
校
、
精
道
小
学
校
（
芦
屋

市
）、
武
庫
尋
常
高
等
小
学
校
で
教
壇
に
立
っ
た
（
１
）。
四
七
歳
で
退
職
し

て
昭
和
七
年
か
ら
御
影
町
誌
・
本
山
村
誌
・
魚
崎
町
誌
・
武
庫
村
誌
の
編
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纂
に
関
わ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
に
本
庄
村
嘱
託
と
な
り
、
村
誌
編
纂
に
着

手
し
た
が
昭
和
十
九
年
死
去
し
た
。

松
田
直
市
は
精
力
的
に
古
文
書
を
筆
写
、
八
冊
の
「
本
庄
村
誌
資
料
」

を
残
し
た
（
当
館
蔵
、
う
ち
六
巻
は
欠
落
）。
そ
の
史
料
の
中
に
今
回
取
り

上
げ
る
「
本
庄
村
史
編
纂　

寺
院
の
分
二
十
三
枚
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
癖
の
あ
る
松
田
直
市
の
筆
跡
に
間
違
い
な
い
。
寄
贈
し
た
岡
田
博
達

氏
は
松
田
直
市
の
三
男
で
本
庄
村
職
員
に
な
っ
て
お
り
（
２
）、
何
ら
か
の
事

情
で
父
の
遺
稿
が
手
元
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
原
稿
は
、「
由
緒
」「
梵
鐘
鋳
造
」「
堂
宇
」「
明
治
時
代
の
本

山
」
に
続
い
て
当
時
所
蔵
の
宝
物
一
覧
を
記
載
し
て
い
る
。

正
寿
寺
開
基
に
関
す
る
松
田
直
市
の
解
釈

正
寿
寺
の
開
基
に
つ
い
て
は
、
中
世
の
真
言
宗
の
薬
王
寺
か
ら
、
文
明

十
三
年
（
一
四
八
一
）
蓮
如
に
帰
依
し
て
浄
土
真
宗
に
改
宗
、
延
寿
寺
と

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
現
在
地
に
移
り
、

寛
永
十
九
年
に
本
山
か
ら
寺
号
を
受
け
て
正
寿
寺
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の

住
職
は
空
照
（
正
寿
寺
の
記
録
で
は
空
昭
）
と
名
乗
り
、
開
基
と
な
っ
た

と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
（
３
）。

と
こ
ろ
が
松
田
直
市
が
筆
写
し
た
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
「
社
寺

吟
味
帳
」
で
は
、
慶
長
年
間
に
本
山
よ
り
木
仏
寺
号
を
受
け
た
こ
と
、
時

の
住
職
は
了
順
で
、
了
喜
―
正
円
と
続
き
、
空
照
は
四
代
目
看
坊
と
届
け

て
い
る
（
４
）。
こ
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
注
（
４
）
の
前
稿
で
は
空
照
は

自
ら
は
四
代
目
と
名
乗
っ
た
が
、
後
世
に
開
基
と
し
た
と
推
測
し
た
。

松
田
直
市
は
、
空
照
自
身
が
四
代
目
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
空
照
が
「
本
山
よ
り
木
仏
寺
号
を
許
可
せ
ら
れ
永
井
山
正
寿

寺
と
改
め
た
。
因
て
当
寺
に
於
て
は
空
昭
を
以
て
開
基
と
定
め
た
」
と
、

筆
者
の
前
稿
と
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
や
は
り
空
照
自
身
は
四
代
目

と
名
乗
っ
て
い
た
の
に
、
後
世
に
空
照
を
開
基
に
持
ち
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。

正
寿
寺
の
住
職
の
記
録
で
も
「
伝
灯
行
化
五
十
三
年
」
と
書
い
て
い
て
、

半
世
紀
も
の
間
住
職
を
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

宝
物
の
概
要

「
本
庄
村
史
編
纂　

寺
院
の
分
二
十
三
枚
」
に
書
か
れ
た
宝
物
一
覧
の
最

初
の
部
分
二
点
を
引
用
す
る
。

　

法
宝
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　

良
如
御
華（

花
）押

親
鸞
聖
人
真
影　

寛
永
十
九
載
壬
午
十
二
月
十
七
日

　
　
　

常
楽
寺
門
徒
摂
州
菟
原
郡
本
庄
深
江
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
道
場
正
寿
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　

本
如
御
花
押

蓮
如
上
人
絵
像　

文
化
元
甲
子
年
三
月
六
日

　
　
　

常
楽
寺
門
徒
摂
津
国
菟
原
郡
深
江
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
寿
寺
物　

願
主
釈
理
円

こ
の
宝
物
一
覧
表
を
ど
う
読
み
解
い
た
ら
い
い
か
。
登
場
す
る
人
物
を

整
理
し
て
み
た
い
。
一
行
目
の
良
如
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）、
西
本
願

寺
一
三
世
門
主
と
な
り
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
示
寂
し
た
。
す
な

わ
ち
寛
永
十
九
年
十
二
月
十
七
日
親
鸞
の
御
真
影
が
正
寿
寺
に
授
与
さ
れ
、

そ
の
当
時
の
門
主
の
良
如
の
花
押
が
押
し
て
あ
っ
た
と
い
う
意
味
と
解
釈

で
き
る
。
続
く
蓮
如
の
絵
像
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
六
日
に
授

与
さ
れ
た
も
の
で
、
本
如
の
花
押
が
押
し
て
あ
っ
た
と
い
う
意
味
と
と
れ
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る
。
本
如
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
門
主
と
な
り
文
政
九
年

（
一
八
二
七
）
に
示
寂
し
て
お
り
、
こ
れ
も
年
代
が
あ
う
。

こ
の
ほ
か
に
授
与
さ
れ
た
絵
像
を
年
代
順
に
整
理
し
、
願
主
を
付
記
し
た

の
が
、
表
で
あ
る
。
な
お
享
保
一
二
年

の
寂
如
の
真
影
は
玄
了
ら
四
人
、
文
化

八
年
の
文
如
の
真
影
は
道
専
ら
十
人

の
檀
家
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
親
鸞
や
蓮

如
な
ど
正
寿
寺
に
と
っ
て
特
別
な
存

在
で
あ
る
例
を
除
け
ば
、
基
本
的
に

は
先
代
の
門
主
の
真
影
に
次
の
門
主

の
花
押
を
押
し
て
も
ら
い
受
け
る
と

い
う
の
を
基
本
に
し
て
い
る
。
た
だ

一
六
代
湛
如
と
一
八
代
文
如
の
花
押

の
押
し
た
真
影
は
欠
け
て
い
る
。

第
二
に
、
六
代
目
ま
で
は
願
主
は

正
寿
寺
と
だ
け
あ
る
が
、
七
代
目
以

降
、
住
職
の
個
人
名
に
な
っ
て
い
る
。

前
号
で
報
告
し
た
よ
う
に
七
代
目
の

恵
音
が
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
本

堂
を
建
立
し
、
中
興
開
基
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ま
で
の
村
の
共
有
の
寺
か
ら
、

自
庵
と
し
た
た
め
住
職
が
願
主
と

な
っ
て
申
請
し
、
授
与
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
次
の
八
代
目
理
円
の
時
代
に
宗
祖
親
鸞
の
絵
伝
と
、
浄
土
真

宗
に
改
宗
し
た
際
の
蓮
如
の
真
影
を
受
け
、
さ
ら
に
先
代
門
主
の
真
影
を

受
け
て
い
る
。
本
山
と
檀
家
と
の
関
係
を
強
め
、
理
円
は
西
本
願
寺
の
院

家
・
内
陣
・
余
間
に
次
ぐ
格
式
で
あ
る
三
之
間
に
就
任
し
た
。
こ
の
三
之

間
は
、
西
本
願
寺
の
御
堂
の
余
間
の
外
に
あ
り
、
仏
事
に
出
仕
し
た
際
、

三
之
間
に
着
座
し
て
勤
行
を
行
う
こ
と
を
さ
し
た
。

お
わ
り
に

七
代
恵
音
は
住
職
に
あ
る
こ
と
二
四
年
に
わ
た
り
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
に
理
円
に
住
職
を
譲
り
、
寛
政
九
年
に
遷
化
し
た
。
逆
算
す

る
と
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
ご
ろ
か
ら
住
職
を
務
め
た
。
八
代
理
円
は

い
つ
ま
で
住
職
だ
っ
た
の
か
は
未
詳
だ
が
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
八

月
に
遷
化
し
て
い
る
。
恵
音
が
本
堂
を
建
て
、
次
の
理
円
が
親
鸞
や
蓮
如

の
真
影
を
本
山
か
ら
授
か
り
、
ま
た
本
山
で
の
地
位
向
上
も
果
た
し
た
の

で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
正
寿
寺
は
大
き
く
繁
栄

し
、
本
山
と
関
係
を
強
め
た
時
期
に
あ
た
る
こ
と
が
、
失
わ
れ
た
宝
物
の

記
録
か
ら
も
明
ら
か
に
で
き
る
。

（
１
）
大
国
・
樋
口
元
巳
「
本
庄
村
誌
嘱
託　

松
田
直
市
」『
生
活
文
化
史
』
四

四
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
２
）
大
国
「
解
村
時
の
本
庄
村
職
員
」『
生
活
文
化
史
』
三
七
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
３
）
森
口
健
一
「
正
寿
寺
と
大
日
神
社
」『
生
活
文
化
史
』
五
〇
号
、
二
〇
二

二
年
。

（
４
）
大
国
「
江
戸
時
代
の
正
寿
寺
（
１
）
新
史
料
「
社
寺
吟
味
帳
」
か
ら
」『
生

活
文
化
史
』
五
一
号
、
二
〇
二
三
年
。

表　正寿寺に西本願寺より授与された真影等
授与年月日 西暦 表　題 授与者 願主

寛永19年12月17日 1642 宗祖親鸞聖人真影 13代良如花押 正寿寺
正保４年２月25日 1647 12代准如上人真影 13代良如花押 正寿寺
貞享元年11月 29日 1684 13代良如上人真影 14代寂如花押 正寿寺
享保12年 12月 1727 14代寂如上人真影 15代住如花押 正寿寺
明和４年３月12日 1767 16代湛如上人真影 17代法如花押 ７代恵音
文化元年３月６日 1804 ８代蓮如上人絵像 19代本如花押 ８代理円
文化６年２月29日 1809 大谷本願寺親鸞聖人縁起 19代本如花押 ８代理円
文化８年11月 18日 1811 18代文如上人真影 19代本如花押 ８代理円
文政11年５月 14日 1828 19代本如上人真影 20代広如花押 ９代円乗



生活文化史 2025.3.31第 53号

8－　－

新
着
資
料
紹
介

　

谷
崎
潤
一
郎
夫
人
・
松
子
か
ら
の
書
簡

史
料
館
副
館
長　

道　

谷　
　
　

卓

史
料
館
は
、
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
）
十
二
月
に
、
文
豪
・
谷
崎
潤
一

郎
夫
人
の
松
子
が
書
い
た
書
簡
の
寄
贈
を
受
け
た
。
谷
崎
松
子
が
書
い
た

こ
の
書
簡
は
、
谷
崎
の
代
表
作
『
細
雪
』
に
も
登
場
す
る
神
戸
の
寿
司
職

人
・
尾
㟢
又
二
郎
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

額
に
表
装
さ
れ
た
こ
の
書
簡
は
、
住
吉
川
沿
い
の
旧
久
原
房
之
助
邸
跡

に
建
つ
オ
ー
キ
ッ
ド
コ
ー
ト
に
あ
る
「
又
平
」
と
い
う
寿
司
店
の
座
敷
に

飾
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
又
平
の
初
代
当
主
が
書
簡
を
受
け
取
っ
た
尾
﨑
又

二
郎
で
、
そ
の
孫
の
尾
㟢
正
佳
・
伸
之
兄
弟
か
ら
、
こ
の
度
、
店
を
閉
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
書
簡
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
、

史
料
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
（
正
佳
氏
が
、
私
の
中
学
校
の
同
級
生

と
い
う
縁
で
寄
贈
さ
れ
た
）。

「
又
平
」
は
、
又
二
郎
の
時
代
に
は
「
与
兵
」
と
言
う
名
前
で
生
田
神
社

の
近
く
に
店
を
構
え
て
い
た
。
グ
ル
メ
だ
っ
た
谷
崎
は
、
住
吉
川
沿
い
の

「
倚
松
庵
」
に
住
ん
で
い
た
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）
か
ら
一
九
四
三

年
ご
ろ
の
間
、
こ
の
「
与
兵
」
に
も
よ
く
通
っ
た
。
そ
こ
で
、
谷
崎
は
、

『
細
雪
』
の
中
巻
・
三
〇
章
に
「
与
兵
」
の
一
節
を
設
け
、
頑
固
で
気
骨
あ

る
寿
司
職
人
と
し
て
こ
の
店
の
主
人
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
『
細
雪
』
に

出
て
く
る
寿
司
職
人
が
、
書
簡
の
名
宛
人
で
あ
る
尾
㟢
又
二
郎
そ
の
も
の

で
あ
る
。

松
子
夫
人
の
書
簡
全
文

め
つ
き
り
冷
気
が

か
は
り
ま
し
た

お
揃
ひ
御
健
康
に

御
繁
栄
を
蔭
乍
ら

喜
ん
で
を
り
ま
す

そ
れ
に
い
つ
ま
で
も

お
忘
れ
な
く
御
心
入
れ
の

御
品
々
お
贈
り
下
さ
い

ま
し
て
忝
う
拝
受

致
し
ま
し
た
、
神
戸
を

思
ひ
出
し
、
お
目
に

懸
り
た
く
な
り
ま
し
た

懐
か
し
い
反
高
林
の

頃
、
度
々
伺
つ
た
其
の

都
度
の
こ
と
を
よ
く

御
記
憶
で
感
心
致
し

ま
し
た

御
免
状
を
戴
く
時
の

皆
の
ニ
コ

く
顔
が

目
の
前
に
浮
び
ま
す

お
わ
た
し
に
な
る

貴
方
様
の
お
顔
も

い
つ
も
温
か
く
円
満
で

い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
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こ
の
書
簡
は
な
ぜ
松
子
夫
人
か
ら
又
二
郎
の
も
と
に
届
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
戦
後
、
谷
崎
夫
妻
は
、
神
戸
を
離
れ
、
静
岡
県
の
熱
海
に
住
ん
で

い
た
。
谷
崎
は
、
又
二
郎
の
握
る
寿
司
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
わ

ざ
わ
ざ
、
熱
海
ま
で
又
二
郎
を
呼
ん
で
寿
司
を
握
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

だ
。
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
）
の
夏
、
又
二
郎
は
息
子
の
幸
雄
（
私

の
同
級
生
の
父
）
を
従
え
、
寿
司
桶
を
担
い
で
夜
行
列
車
に
乗
っ
て
熱
海

に
あ
る
谷
崎
邸
に
駆
け
付
け
て
、『
細
雪
』
に
描
写
の
あ
る
往
年
の
寿
司
を

谷
崎
の
た
め
に
握
っ
た
。
谷
崎
は
、
こ
の
こ
と
を
と
て
も
喜
ん
だ
。

こ
の
手
紙
に
は
、
松
子
夫
人
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
贈
り
物
を
贈
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
を
ま
ず
述
べ
て
い
る
。
贈
り
物
を
も
ら
い
、
倚

松
庵
の
あ
る
住
吉
の
地
名
・
反
高
林
に
住
ん
で
い
た
頃
を
思
い
出
し
て
懐

か
し
い
こ
と
や
、
来
春
に
は
京
都
に
行
く
の
で
神
戸
ま
で
足
を
延
ば
し
て

会
い
に
行
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。「
神
戸
を
思
ひ
出

し
、
お
目
に
懸
り
た
く
な
り
ま
し
た
」
と
初
め
に
書
い
て
い
る
の
で
、
久

し
く
出
会
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
贈
り
物
を
続
け
て
い
る
。

谷
崎
と
又
二
郎
の
交
流
の
深
さ
が
偲
ば
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
額
に
は
、
送
ら
れ
て
き
た
封
筒
も
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
は
、
谷
崎
夫
妻
が
住
む
「
熱
海
市
伊
豆
山
」
の
住
所
、
十
一
月
二
十
四

日
と
い
う
日
付
、「
谷
崎
潤
一
郎　

内
」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
て
い
る

（
表
紙
写
真
）。
ち
な
み
に
、
谷
崎
は
「
伊
豆
山
」
に
一
九
五
四
年
（
昭
和

二
十
九
）
か
ら
住
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
店
を
訪
れ
た
人
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
谷
崎
潤
一
郎

関
連
の
資
料
を
、
こ
の
度
、
史
料
館
で
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

多
く
の
来
館
者
に
そ
の
実
物
を
見
て
も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

私
共
で
も
い
つ
も
主
人
と

話
し
合
つ
て
を
り
ま
し
た

来
春
は
ゆ
つ
く
り
と

京
都
へ
参
り
ま
す
か
ら

神
戸
ま
で
き
つ
と

お
目
に
懸
り
に
参
り

ま
す
と
主
人
が
申
し
て

を
り
ま
す

ど
う
か
御
家
族
皆
様

い
つ
も
お
元
気
に

お
仕
合
せ
に
い
ら
つ

し
や
い
ま
す
や
う
祈
り

ま
す
、
奥
様
へ
も

く
れ゙

く
も
よ
ろ
し
く

お
伝
へ
下
さ
い
ま
せ

お
暇
を
み
て
ぜ
ひ
熱
海

へ
も
お
ゆ
る
り
お
泊
り
か
け
で

お
出
懸
け
下
さ
い
ま
せ

　

主
人
よ
り
山
々
お
礼

申
し
出
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
子

　

尾
㟢
又
次（
二
）郎
様

　
　
　
　
　
　

御
前
に

�

（
翻
刻
・
大
国
正
美
）
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深
江
文
化
村
居
住
の

　
　
　
　
　

ワ
ル
タ
ー
に
つ
い
て

研
究
員　

有　

吉　

康　

徳

は
じ
め
に

深
江
文
化
村
に
、
ワ
ル
タ
ー
と
い
う
人
物
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
知

ら
れ
て
お
り
、『
本
庄
村
史
』
の
中
で
も
家
屋
番
号
Ｂ
の
借
主
は
ワ
ル
タ
ー

で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
）。
ま
た
一
九
四
〇
年
十
一
月
三
日
の

「
大
阪
毎
日
新
聞
」
の
引
用
文
で
は
「
ベ
ル
ギ
ー
生
れ
の
オ
ル
サ
ー
ら
七
軒

が
居
殘
つ
て
い
る
だ
け
に
な
つ
た
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
深
江
文
化
村

か
ら
多
く
の
外
国
人
が
去
っ
た
後
に
も
ワ
ル
タ
ー
一
家
が
残
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
一
方
で
ワ
ル
タ
ー
の
生
没
年
や
来
日
時
期
、
ど
う

い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
把
握
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
度
伊
丹
市
在
住
の
渡
邉
正
之
氏
の
調
査
や
史
料

館
の
補
足
調
査
に
よ
り
、
ワ
ル
タ
ー
や
そ
の
家
族
に
関
す
る
情
報
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

ワ
ル
タ
ー
の
半
生

ワ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
略
歴
を
記
し
た
ノ
ー
ト
が
見
つ
か
り
、
本
名

はJean V
olddem

ar W
alther

と
い
い
、
一
八
八
八
年
に
ロ
シ
ア
の
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
生
ま
れ
た
と
分
か
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
国
籍
の
人

物
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
九
月
十
五
日
に
ロ
シ
ア
で
ポ
ー
ラ
（Paula 

Sophie W
alter

）
と
結
婚
し
た
（
以
上
、
略
歴
ノ
ー
ト
、
写
真
１
）。
別

資
料
の
Ｕ
Ｎ

Ｔ
Ｒ
Ｇ
（
申

請
）
に
娘
の

レ
オ
ノ
ー
ル

は
一
九
一
六

年
九
月
九
日

に
横
浜
で
生

ま
れ
た
と
記

載
さ
れ
て
お

り
、
一
九
一

五
年
か
ら
一

九
一
六
年
頃

に
来
日
し
た

こ
と
が
分

か
っ
た
。
ワ

ル
タ
ー
宛
の

は
が
き
か
ら

横
浜
山
手
居

留
地
五
七
番

地
に
住
ん
で

い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。『T

he Japan directory

』（
国
会
図
書
館
蔵
）

か
ら
一
九
一
七
年
～
一
九
一
八
年
はT

he SW
ISS Japanese T

rading

、

一
九
一
九
年
～
一
九
二
〇
年
頃
はO

riental Export and Im
port 

Co.

（
東
洋
輸
出
入
商
会
）
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

妻
ポ
ー
ラ
の
旅
行
記
録
「D

am
pferD

.“Em
ill K

irdorf

”te reise

」
で

図　深江文化村の配置図
山形政昭「芦屋『文化村』の記」

大阪芸術大学紀要『芸術』６（1983）所収の図に加筆
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は
一
九
二
三
年
に
は
山
本
通
二
丁
目
に
居
住
。
一
九
三
五
年
に
コ
ロ
イ
ド

科
学
者
の
ワ
イ
ル
マ
ン
か
ら
ワ
ル
タ
ー
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
宛
先
は
北
野

町
四
丁
目
一
二
五
と
な
っ
て
い
る
。
北
野
町
四
丁
目
一
二
五
は
北
野
町
の

ト
ー
ア
ホ
テ
ル
の
住
所
地
で
、
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
か
、
郵
便
物
の

受
取
代
行
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
神
戸
に
移
っ
た
時
は
引
き
続
き
商

社
マ
ン
で
、
一

九
二
六
年
の
ベ

ル
ギ
ー
領
事
館

あ
て
の
書
類
で

は
、
ワ
ル
タ
ー

は
三
宮
町
一
丁

目
の
村
田
梅
谷

商
店
に
勤
務
し

て
い
た
。

し
か
し
一
九

三
五
年
刊
の
日

本
と
満
州
国
に

居
住
す
る
外
国
人
を
調
査
し
た
『Japn-M

anchoukuo year book

』（
国

会
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
にInsurance A

gency of Life, 
accident, fire, m

otorcars &
 Fidelity

と
い
う
保
険
代
理
店
を
起
業
、

住
所
は
深
江
文
化
村
と
あ
る
。
同
書
に
は
一
九
三
九
年
発
行
分
ま
で
毎
年
、

同
じ
内
容
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

写
真
１
の
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
一
九
三
八
年
五
月
ま
で
日
本
に
い
た
が
、

上
海
と
香
港
に
移
り
、
一
九
五
三
年
に
家
族
と
合
流
し
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
妻
ポ
ー
ラ
が
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
出
国
し
た
ビ
ザ
で

は
、
本
人
の
住
所
が
深
江
文
化
村
、
夫
の
住
所
は
香
港
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
ワ
ル
タ
ー
自
身
は
、
戦
前
に
拠
点
を
上
海
や
香
港
に
移
し
て
い
た
が
、

家
族
は
引
き
続
き
深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
の
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
神
戸
港
か
ら
家
財
道
具
を

発
送
し
た
こ
と
を
示
す
記
録
が
複
数
あ
り
、
ワ
ル
タ
ー
の
家
族
は
こ
の
時

期
に
ベ
ル
ギ
ー
に
帰
国
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
ワ
ル
タ
ー
本
人
も
一
九
五
五
年
に
香
港
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
に
帰
国

し
、
一
九
五
八
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
亡
く
な
っ
た
（
写
真
１
）。

ワ
ル
タ
ー
の
家
族ワ

ル
タ
ー
の
妻
ポ
ー
ラ
は
一
八
九
三
年
に
ド
イ
ツ
の
マ

ン
ハ
イ
ム
で
生
ま
れ
た
（
写
真
２
）。
日
本
に
来
て
か
ら

は
横
浜
か
ら
神
戸
に
移
り
、
山
本
通
や
深
江
文
化
村
に
居

住
し
た
。
一
九
三
二
年
ご
ろ
か
らK

O
BE W

O
M

EN
'S 

CLU
B

に
所
属
、
交
流
事
業
に
加
わ
っ
た
。
長
期
間
の
旅

行
も
し
て
い
た
。
ビ
ザ
の
取
得
記
録
か
ら
判
明
す
る
居
住

地
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
一
六
年
か
ら
二
一
年
ま
で
横
浜
居
住
→
二
三
年
ま

写真１　ワルターの略歴を記したノート（渡邉正之氏提供）

写真２　ワルター夫人（同）
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で
娘
二
人
と
ド
イ
ツ
に
滞
在
→
一
九
三
七
年
ま
で
神
戸
や
深
江
文
化
村
に

居
住
→
一
九
三
八
年
ま
で
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
を
旅
行
→
一
九
五
二
年
ま

で
深
江
文
化
村
居
住
→
一
九
五
二
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
→
一
九
五
三
年
ベ
ル

ギ
ー
帰
国
。

長
女
の
レ
オ
ノ
ー
ル
（Leonore Edith W

alther

）
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｇ
（
申
請
）
に
よ
れ
ば
一
九
一
六
年
に
横
浜
で
生
ま
れ
、

一
九
三
六
年
に
三

井
系
の
ド
イ
ツ
物

産
会
社
に
勤
務
し

た
。
一
九
三
八
年

頃
に
バ
イ
エ
ル
薬

品
合
名
会
社
に
移

り
、一
九
四
七
年
頃

ま
で
在
籍
し
た
。

一
九
五
〇
年
に
ア

メ
リ
カ
赤
十
字
社

で
看
護
助
手
の
資

格
を
取
得
し
た
こ

と
を
、
香
港
の
父

ワ
ル
タ
ー
に
報
告

し
た
書
類
も
見
つ

か
っ
た
。

次
女
マ
リ
ア
ン

ヌ
（M

arian
n

e 
Paula W

alther

）

は
ベ
ル
ギ
ー
移
住
後
の
選
挙
関
係
資
料
か
ら
一
九
一
八
年
に
横
浜
で
生
ま

れ
た
と
判
明
し
た
。
一
九
四
八
年
に
妹
イ
レ
ー
ヌ
か
ら
マ
リ
ア
ン
ヌ
宛
の

手
紙
か
らD

odw
ell &

 Co.

神
戸
に
勤
務
し
て
お
り
、
ワ
ル
タ
ー
一
家
が

日
本
を
離
れ
る
ま
で
深
江
文
化
村
に
残
っ
て
い
た
こ
と
が
、
三
女
と
の
手

紙
の
や
り
と
り
か
ら
う
か
が
え
る
。

三
女
の
イ
レ
ー
ヌ
（Irene H

ildegard W
alther

）
は
、
生
年
に
つ
い

て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
神
戸
聖
マ
リ
ア
女
学
校
（
神
戸
海
星
女
子

学
院
の
前
身
）
と
カ
ネ
デ
ィ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
、
一
九
四
六
年

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
速
記
秘
書
・
通
訳
と
し
て
働
い
て
い
た
。
イ
レ
ー
ヌ
か
ら
の

手
紙
か
ら
一
九
五
〇
年
に
日
本
を
離
れ
、
香
港
の
ベ
ル
ギ
ー
領
事
館
や
パ

キ
ス
タ
ン
の
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
。
一
九
六
一
年
に
は
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
、
イ
レ
ー
ヌ
も
関
わ
っ
た
と
思
わ

れ
、
こ
の
年
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
か
ら
イ
レ
ー
ヌ
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
が

届
い
て
い
る
（
写
真
３
）。

お
わ
り
に

深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
い
た
音
楽
家
に
比
べ
て
、
そ
の
他
の
外
国
籍

の
住
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
度

の
渡
邉
正
之
氏
の
調
査
に
よ
り
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
引
き
続
き
深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
い
た

外
国
籍
の
住
人
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
触

れ
な
か
っ
た
が
、
古
澤
邸
を
設
計
し
、
自
身
も
深
江
文
化
村
に
居
住
し
た

ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
か
ら
ワ
ル
タ
ー
一
家
に
送
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
手
紙
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
今
後
情
報
を
整
理
し
て
報
告

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

写真３　イレーヌに贈られたクリスマスカード（同）1961年
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深
江
物
語
（
14
）

　

本
庄
小
学
校
の
話（
２
）校
歌

深
江
塾　

森　

口　

健　

一

今
回
は
本
庄
小
学
校
の
校
歌
の
「
歌
詞
」
と
「
作
曲
者
」
の
話
で
あ
る
。

歌
詞
に
つ
い
て

現
在
の
校
歌
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
一
月
の
学
芸
会
で

発
表
さ
れ
た
。『
本
庄
小
国
民
学
校
沿
革
史
』
は
「
十
一
月
二
十
三
日
（
新

嘗
祭
日
）
新
装
成
っ
た
復
旧
の
講
堂
で
全
一
日
に
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
芸

会
を
民
主
的
に
実
施　

急
作
の
校
歌
に
始
ま
り
校
歌
に
終
わ
る
（
以
上
原

文
の
マ
マ
）」
と
簡
単
に
伝
え
て
い
る
。

歌
詞
に
つ
い
て
は
、『
沿
革
史
』
は
何
も
記
載
し
て
い
な
い
。
歌
詞
の
み

な
ら
ず
作
詞
・
作
曲
者
の
名
も
記
載
が
な
い
。
ま
ず
歌
詞
に
つ
い
て
校
歌

創
作
時
か
ら
今
日
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
書
く
。

昭
和
三
十
五
年
度
の
卒
業
生
に
配
布
さ
れ
た
校
舎
を
背
景
に
し
た
校
歌

の
写
真
が
あ
る
（
写
真
１
）。
校
歌
を
書
い
た
公
式
の
も
の
と
し
て
は
一
番

古
い
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
写
真
に
あ
る
歌
詞
の
表
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

注
・（　
　

）
内
は
筆
者
記
入
。

　
　

（
一
）

茅（
ち
ぬ
）渟
の
浦（
う
ら
わ
）曲に　

五
輪
の
そ（

聳

ゆ

る

）

び
ゆ
る

親
和
の
学
（
ま
な
び
や
）舎　

さ（

清

に

）

や
か
に
陽
を
あ（
浴
び
）び

心
も
ゆ（
豊
か
）

た
か
に　

生
気
に
み（
満
ち
満
ち
）

ち
み
ち

恵
（
め
ぐ
み
の
）の 

潮
（
う
し
お
）

に　

仲
よ
く
む（

睦

ば

ん

）

つ
ば
ん

写真１　本庄小学校校歌
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い
ざ
強
く　

共
に
行
か
ん

大
志
も
て　

わ
れ
ら
学
童　

わ
が
本
庄

　
　

（
二
）

武
庫
の
や
ま
や
ま　

眺
め
は
ひ
ら
け
て

浜
の
う
ら
風　

の
ど
か
に
吹
く
里

歴
史
を
語
る
か　

青
木
の
船
う
た

深
江
の
老
（
お
い
ま
つ
）松　

枝
ぶ
り
な
つ
か
し

い
ざ
き
よ
く
古
き
ひ
び
き

身
に
う
け
て　

わ
れ
ら
学
童　

わ
が
本
庄

　
　

（
三
）

東
西
文
化
の　

ご（
豪
華
）

う
か
に
咲
き
そ
う

平
和
の
郷
土
に　

明
る
き
学
園

健
康
い
や
ま
し　

心
を
つ（

培

い

）

ち
か
い

世
界
の
と
も
ど
も　

手
を
と
り
仲
よ
く

い
ざ
た
た
ん　

行
く
て
は
る
け
し

勇
ま
し
く　

わ
れ
ら
学
童　

わ
が
本
庄

学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
に
際
し
て
本
庄
小
学
校
が
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
一
月
三
十
日
発
行
し
た
『
本
庄
の
う
つ
り
か
わ
り
』
と
い
う
冊

子
に
記
載
さ
れ
て
い
る
校
歌
の
表
記
は
、
一
番
の
出
だ
し
は
「
ち
ぬ
の
浦
和

に　

五
輪
の
そ
び
ゆ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。「
ち
ぬ
の
…
」
は
大
阪
湾
の
別
名

で
も
あ
る
が
漢
字
が
難
し
い
の
で
ひ
ら
が
な
に
変
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、「
う
ら
わ
」
が
「
浦
和
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
感
心
で
き
な
い
。

「
ち
ぬ
の　

う
ら
わ
」
の
「
う
ら
わ
」
は
漢
字
で
は
「
浦
曲
」
で
、
雅
語
で

入
江
や
海
岸
の
意
味
で
あ
る
。「
浦
和
」
は
埼
玉
県
の
県
庁
所
在
地
の
都
市

名
で
あ
る
。
本
来
の
歌
詞
の
意
味
は
、「
大
阪
湾
の
岸
辺
に
五
輪
の
塔
が
聳

え
立
つ
我
が
学
び
舎
」
な
の
で
あ
る
。

三
番
の
二
節
目
が
、「
平
和
の
郷
土
に　

明
る
き
楽
園
」
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
の
歌
詞
は
「
楽
園
」
で
は
な
く
「
学
園
」
だ
っ
た
。
し
か

し
「
学
園
」
が
「
楽
園
」
と
な
れ
ば
、
学
校
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
す
ら

お
き
か
ね
な
い
。

こ
の
表
記
に
つ
い
て
の
変
遷
を
元
学
校
長
の
平
山
先
生
の
協
力
を
得
て 本庄小学校校歌（本庄小学校提供）
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判
明
し
た
結
果
を
記
し
て
お
く
。

昭
和
三
十
六
年
ま
で
は
、「
う
ら
わ
」
と
「
学
園
」
の
表
記
。
そ
れ
か
ら

三
十
年
間
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
校
歌
の
記
載
は
な
い
。
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）
か
ら
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は

「
浦
和
」
と
「
楽
園
」
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
の
ア
ル
バ

ム
に
は
「
楽
園
」
は
「
学
園
」
に
変
更
さ
れ
た
が
、「
う
ら
わ
」
は
依
然
と

し
て
「
浦
和
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

作
詞
作
曲
者
に
つ
い
て

『
沿
革
史
』
に
は
、
校
歌
が
発
表
さ
れ
た
様
子
を
簡
潔
に
記
載
し
て
は
い

る
が
、
既
述
の
通
り
作
詞
者
や
作
曲
者
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
作
詞

者
と
作
曲
者
に
つ
い
て
は
公
式
の
記
録
は
現
在
不
明
で
あ
る
。
証
拠
や
史

料
と
し
て
は
不
十
分
を
承
知
で
筆
者
の
手
元
に
あ
る
資
料
を
も
と
に
作
詞

作
曲
者
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

筆
者
が
校
歌
の
作
詞
作
曲
者
が
誰
で
あ
る
か
を
記
し
た
文
書
を
見
た
の

は
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
二
月
八
日
、
本
庄
小
学
校
の
校
長
室
だ
っ

た
。
当
時
の
上
橋
秀
司
校
長
の
話
に
よ
れ
ば
「
平
成
二
十
七
年
八
月
こ
ろ

に
校
歌
の
由
来
に
つ
い
て
外
部
の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
」「
そ
の

時
に
は
公
式
記
録
が
な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
と
回
答
し
た
」
と
い
う
話

だ
っ
た
。
そ
の
時
校
長
か
ら
「
由
来
は
不
明
だ
が
こ
ん
な
文
書
が
あ
る
」

と
「
校
歌
制
定
の
経
過
」
と
い
う
手
書
き
の
文
書
を
頂
い
た
。
そ
こ
に
は

作
詞
者
が
「
藤
田
幸
伸
校
長
が
作
詞
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
校
歌
制
定
の
経
過
」
と
い
う
文
書
は
手
書
き
で
、
文
の
末
尾
に
は

「
１
９
９
０
・
１
・
26
」
と
書
い
て
あ
る
。
そ
の
書
面
全
文
を
原
文
の
ま
ま

引
用
す
る
。

写真３　潮田先生の諏訪山小学校へ転任の記念撮影（1960年３月 17日）
元本庄村役場だった本庄公民館前で。前列右から北城喜三郎・中田常太郎・
潮田・永井庄左衛門元村長・永田広治・平井冨士夫、後列右から柴田次郎・
丹羽新一郎・前中芳太郎・太田垣正雄元助役・寺田好雄。村長・助役以外
は元村会議員。

写真２　藤田幸伸校長
1943年３月
本庄国民学校
卒業アルバムより
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昭
和
22
年
11
月
23
日
（
当
時
の
新
嘗
祭
日
）、
新
装
成
っ
た
復
旧
の
講
堂

で
、
そ
の
記
念
の
学
芸
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
を
期
し
て
、
急
い
で
校
歌

を
作
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
藤
田
幸
伸
校
長
が
作
詞
を
さ
れ
た
。

そ
れ
に
作
曲
を
依
頼
す
る
い
と
ま
も
な
く
、
既
存
の
曲
を
当
て
は
め
て
歌

う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
曲
は
、
信
時
潔
氏
（
注
・
戦
前
に
は
第

二
国
歌
と
称
さ
れ
た
「
海
ゆ
か
ば
」
の
作
曲

者
。
ま
た
県
立
神
戸
高
校
の
校
歌
の
作
曲
者
で

も
あ
る
）
作
曲
の
「
兵
庫
県
民
歌
」
を
借
用
し

た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
楽
譜
に
作
曲
者
名
を
記
す
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
作
詞
者
名
も
不
詳
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

＊
後
年
、
潮
田
先
生
が
校
長
会
役
員
と
し
て
、

会
議
の
た
め
上
京
さ
れ
た
時
、
国
立
教
育
会
館

で
信
時
氏
に
出
会
う
機
会
が
あ
り
、
本
校
校
歌

制
定
の
い
き
さ
つ
を
話
さ
れ
、
信
時
先
生
か
ら

快
く
了
承
の
言
葉
を
頂
い
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。（
１
９
９
０
・
１
・
26
）

こ
の
文
書
は
誰
が
、
何
の
た
め
に
、
誰
宛
に

書
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
文
書
の

添
え
書
き
に
あ
る
「
潮
田
義
美
先
生
よ
り
の
聞

き
書
き
」
と
あ
る
潮
田
先
生
は
校
歌
作
詞
者
の

藤
田
幸
伸
校
長
と
同
時
期
に
本
庄
小
学
校
で
教

鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
先
生
で
あ
る
。

筆
者
は
、
本
庄
小
学
校
六
年
の
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
と
き

の
担
任
の
常
国
忠
夫
先
生
か
ら
、
校
舎
の
上
に
建
つ
「
五
輪
の
塔
」
や
、

「
二
宮
金
次
郎
の
像
」
の
意
味
と
共
に
「
校
歌
は
当
時
の
校
長
先
生
が
作
ら

れ
た
」
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
当
時
の
校
長
先
生
の
名
前
を
教
え
て
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い
た
だ
い
た
か
ど
う
か
は
記
憶
に
は
な
か
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
の
二
月
に
上
橋
校
長
か
ら

「
校
歌
制
定
の
経
過
」
と
い
う
文
書
を
見
せ
ら

れ
て
、
初
め
て
当
時
の
校
長
が
「
藤
田
幸
伸
校

長
」
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
校
歌
の
メ
ロ
デ
ィ

は
「
海
行
か
ば
」
な
ど
の
大
作
曲
家
で
あ
る
信

時
潔
氏
の
「
兵
庫
県
民
歌
」
か
ら
の
借
用
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。

校
歌
の
「
曲
が
兵
庫
県
民
歌
か
ら
借
用
し
た

も
の
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
問
な
い

し
問
題
は
、
平
成
二
十
七
年
に
伊
丹
市
在
住
の

音
楽
研
究
家
の
橋
岡
昌
幸
氏
が
兵
庫
県
民
歌
の

存
在
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
過
程
で
、
本
庄

小
学
校
校
歌
と
の
関
連
に
行
き
着
い
た
こ
と
が

発
端
だ
っ
た
。
兵
庫
県
民
歌
は
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）
二
月
一
九
日
の
「
神
戸
新
聞
」
に

よ
れ
ば
、
新
憲
法
公
布
記
念
事
業
と
し
て
県
が

公
募
し
、
県
内
の
小
学
校
教
師
の
方
の
作
品

（
作
詞
）
が
一
等
と
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
二

月
一
八
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
歌
詞
に
作
曲

家
信
時
潔
氏
が
同
年
三
月
に
曲
を
つ
け
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
ま
た
ま
県
民
歌
を
聞
い
た
人
が
「
こ
の
兵
庫
県
民
歌
は
本
庄
小
学
校

の
校
歌
の
替
え
歌
か
」
と
の
疑
問
を
橋
岡
氏
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
氏
は
、

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
や
本
庄
小
学
校
に
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ
、
橋

岡
氏
は
『
歴
史
と
神
戸
』
三
二
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
に
「『
兵
庫
県
民
歌
』

の
戦
後
」
と
い
う
論
文
を
ま
と
め
た
。
県
民
歌
と
校
歌
の
楽
譜
を
比
較
す

れ
ば
音
楽
に
無
知
の
筆
者
に
で
も
両
者
が
同
じ
曲
で
あ
る
事
は
分
か
っ
た
。

兵
庫
県
民
歌
が
発
表
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
二
月
。

本
庄
小
学
校
校
歌
が
発
表
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
。
推
測
だ

が
「
戦
災
か
ら
復
興
新
装
成
っ
た
講
堂
に
お
け
る
学
芸
会
で
の
新
校
歌
披
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露
に
間
に
合
う

よ
う
に
、
学
校

（
校
長
）
が
作
詞

し
曲
は
兵
庫
県

民
歌
を
借
用
し

た
」。『
沿
革
史
』

に
「
急
作
の
校

歌
」
と
の
記
載

は
こ
の
よ
う
な

事
情
が
あ
っ
た
。

著
作
権
の
問

題
は
お
そ
ら
く

学
校
側
も
当
初

か
ら
認
識
し
て

い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ゆ
え

に
「
急
作
」
と

し
、
永
ら
く
平

成
二
年
（
一
九
九
〇
）
ま
で
作
者
（
作
曲
者
）
不
詳
と
し
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。

筆
者
の
母
校
で
あ
る
本
庄
小
学
校
校
歌
が
、
兵
庫
県
民
歌
の
曲
か
ら
の

借
用
で
あ
る
事
は
疑
い
の
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
校
歌
が
で
き
て
か
ら
八
十

年
近
く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
校
歌
創
作
時
の
経
緯
を
知
る
教
師
の
潮

田
義
美
先
生
や
常
国
忠
夫
先
生
な
ど
も
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
る
。

伝
統
あ
る
学
校
の
校
歌
の
由
来
（
作
曲
者
）
が
判
明
し
て
い
る
の
に
、
い

つ
ま
で
も
不
明･

不
詳
と
い
う
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
い
、
こ
の
た
び

の
記
述
に
至
っ
た
。

謝
辞　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
本
庄
小

学
校
に
資
料
の
提
供
な
ど
で
協
力
を
得
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
兵
庫
県
民
歌
の
楽
譜
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「『
兵
庫
県
民

歌
』
の
記
録
と
記
憶
」（https://hyogoprefsong.w

ixsite.com
/jp28

）

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

神戸新聞 1947年２月 19日２面
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深
江
の
心
象
風
景
（
５
）

　

深
江
の
水
と
文
化
村
の
景
観

筆
者　

岡　

田　

茂　

義

二
十
二
、
当
時
の
神
楽
町

昔
に
返
り
記
憶
を
辿た
ど

っ
て
僅
か
な
が
ら
も
神
楽
町
（
今
の
深
江
南
町
一

丁
目
）
に
つ
き
記
載
し
て
行
き
た
い
。
先ま

づ
私
の
神
楽
町
の
住
い
の
近
く

か
ら
書
き
始
め
る
と
、
湯
川
寛
吉
氏
か
ら
始
ま
る
。
氏
は
住
友
本
社
の
総

理
事
と
し
て
住
友
の
事
業
を
全
般
に
亘わ
た

り
担
当
し
、
遂
行
し
た
。
神
戸
高

商
の
大
先
輩
で
あ
る
。
岡
橋
愛
子
さ
ん
は
小
池
姓
を
通
じ
て
の
そ
の
孫
娘

で
あ
る
。
お
邸
の
前
の
通
路
を
隔
て
て
、
そ
の
所
有
地
で
あ
る
広
い
地
域

に
、
梅
、
桃
が
沢
山
植
え
込
ん
で
あ
り
、
そ
の
各
々
の
季
節
に
は
、
夫
々

の
綺
麗
な
満
開
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

次
は
楫
西
邸
と
な
る
。
少
し
海
岸
の
方
へ
進
ん
だ
所
に
あ
っ
た
。
私
の

学
友
楫
西
誠
治
君
が
住
ん
だ
所
で
あ
り
、
小
学
校
時
代
、
彼
は
こ
こ
か
ら

本
庄
小
学
校
に
通
っ
た
。
神
楽
町
は
深
江
の
東
の
は
ず
れ
に
あ
り
、
長
い

道み
ち

程の
り

の
通
学
で
あ
る
。
私
は
本
町
の
自
宅
か
ら
通
っ
た
の
で

比
較
す
る
と
随
分
長
距
離
通
学
で
あ
る
。
そ
の
時
、
私
は
こ

の
小
学
校
の
担
当
、
石
田
先
生
の
紹
介
で
途
中
早
く
御
影
師

範
附
属
小
学
校
へ
転
校
し
た
の
で
、
そ
の
後
の
小
学
校
時
代

の
友
好
に
は
記
憶
に
も
無
い
程
だ
が
、
神
戸
高
商
の
時
代
と

な
り
初
め
て
親
交
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
昭
和
四
年

卒
業
し
、
日
新
火
災
へ
の
就
職
と
共
に
会
社
関
係
の
住
宅
に

居
を
移
し
た
（
あ
と
は
実
兄
―
三
和
銀
行
勤
務
の
大
先
輩
―

が
住
ん
だ
）。
そ
の
後
彼
は
社
長
を
長
く
勤
め
、
部
下
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
に
色
々
と
心
を
配
り
、
麻
雀
を
以
て
そ
の

一
方
策
と
し
て
い
た
こ
と
も
有
名
で
あ
っ
た
。
彼
の
本
社
が

大
手
町
の
交
叉
点
に
あ
り
、
或
時
そ
の
付
近
で
偶
然
彼
に
出

会
い
、
一
緒
に
お
茶
で
も
飲
も
う
か
と
云
っ
て
く
れ
た
の
で
、

珍
し
い
事
と
感
じ
な
が
ら
三
菱
ビ
ル
の
地
下
に
付
合
っ
た
。

妙
に
し
ん
み
り
と
話
し
出
し
た
。

「
五
、六
才
の
頃
、
付
き
添
っ
て
く
れ
て
い
る
お
ば
さ
ん
に

図１　昭和 10年代前半の神楽町界隈の回想図
（昭和 13年本庄小学校卒業生による）
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手
を
引
か
れ
な
が
ら
君
の
住
ま
い
の
松
林
に
沿
っ
て
い
る
横
の
道
を
通
っ

て
家
に
帰
り
着
い
た
も
の
だ
。
二
人
だ
け
の
淋
し
い
暮
し
だ
っ
た
」
と
回

顧
し
て
し
ん
み
り
と
語
っ
た
。
彼
の
そ
の
思
い
が
私
の
胸
に
深
く
浸
み
入
っ

た
。
楫
西
家
は
大
阪
西
区
新
町
の
大
手
の
問
屋
（
何
の
商
売
か
失
念
し
た
）。

こ
の
お
ば
さ
ん
は
お
妾め
か
けさ
ん
だ
っ
た
。
こ
の
事
情
を
当
時
私
は
既
に
薄
々

知
っ
て
い
た
。
こ
の
時
よ
り
暫
く
し
て
彼
は
癌
で
入
院
し
た
の
で
、
こ
れ

が
彼
と
の
最
後
の
会
合
と
な
っ
た
。
彼
は
こ
の
入
院
中
も
毎
日
必
ず
業
務

報
告
を
受
け
続
け
て
い
た
由
、
聞
き
及
ん
で
い
た
。

昔
を
偲
べ
ば
、
彼
は
非
常
に
若
々
し
く
元
気
で
頼
も
し
い
男
だ
っ
た
。

我
々
の
同
期
の
集
合
が
あ
る
と
い
つ
も
、「
お
前
達
の
弔
詞
は
俺
が
読
ん
で

や
る
」
と
自
信
た
っ
ぷ
り
に
云
っ
て
い
た
の
だ
が
こ
ん
な
に
早
く
亡
く
な

る
と
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
。

次
は
小
寺
邸
、
小
寺
源
吾
氏
は
大
日
本
紡
績
の
社
長
だ
っ
た
人
。
当
時

の
大
日
本
紡
と
云
え
ば
東
洋
紡
と
並
ん
で
他
の
紡
績
会
社
と
は
格
段
の
相

違
の
超
一
流
の
存
在
で
あ
っ
た
。
息
子
の

大
次
郎
君
は
御
影
師
範
附
属
小
学
校
の
同

級
生
だ
っ
た
。
大
次
郎
君
は
三
井
銀
行
に

就
職
し
た
が
、
弟
は
長
く
ユ
ニ
チ
カ
の
社

長
を
勤
め
た
。
住
吉
の
観
音
林
に
邸
宅
が

あ
り
、
遊
び
に
行
く
と
お
母
様
の
心
を
籠

め
た
も
て
な
し
を
受
け
た
。
深
江
の
臨
海

に
別
荘
を
造
ら
れ
た
の
は
、
海
水
浴
が
主

な
目
的
で
あ
っ
た
。
芦
屋
の
浜
は
小
石
が

多
く
白
砂
の
海
岸
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

最
後
に
嘉
門
邸
、
海
岸
よ
り
少
し
離
れ

て
東
西
に
伸
び
る
静
か
な
通
り
が
あ
り
、

両
側
に
立
派
な
別
荘
が
見
ら
れ
た
。
何
れ

も
大
阪
の
実
業
家
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中

で
も
道
の
南
側
に
広
い
敷
地
の
立
派
な
別

荘
が
あ
り
、
嘉
門
さ
ん
と
記
憶
す
る
。
ど

の
様
な
方
で
あ
っ
た
の
か
知
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
こ
に
書
き
落
と
す
こ
と
の
出
来
な

写真１　小寺源吾邸の居間

写真２　昭和４年ごろの深江から芦屋にかけての海岸
防波堤が切れ砂浜になり海水浴客もいる

（昭和５年『神戸高等商船学校機関科座学修了記念誌』から）
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い
程
の
立
派
な
別
荘
邸
宅
で

あ
っ
た
。

阪
急
電
車
神
戸
線
の
開
通

は
昭
和
の
初
期
で
あ
り
、
そ

れ
以
後
阪
神
間
の
山
手
に
急

激
な
開
発
が
進
み
、
別
荘
地

と
し
て
又
住
宅
地
と
し
て
大

発
展
し
た
が
、
そ
れ
迄
は
阪

神
電
車
沿
線
の
芦
屋
の
平
田

町
、
公
光
町
、
深
江
の
神
楽

町
だ
け
が
そ
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
。
因
に
阪
神
電
車
は

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五

年
）
の
開
通
で
あ
る
。

二
十
三
、
深
江
の
水

本
町
に
あ
っ
た
本
宅
に
は
勿
論
井
戸
は
あ
っ
て
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て

い
た
が
、
飲
料
、
台
所
用
に
は
、
一
段
深
い
層
の
湧
き
水
を
噴
き
出
さ
せ
、

こ
れ
を
掘
り
抜
き
井
戸
と
云
っ
た
が
通
常
「
掘ほ

り

抜ぬ

き
」
と
簡
略
化
し
て
呼

ん
だ
。
噴
き
出
し
た
水
を
横
に
あ
る
大
き
な
矩
形
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水

槽
に
引
入
れ
て
貯
水
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
湧
き
水
は
深
い

層
か
ら
の
も
の
で
あ
る
の
で
金か
な

気け

が
あ
り
、
味
に
は
関
係
は
無
い
が
触
れ

て
い
る
物
に
次
第
に
薄
茶
色
が
付
く
。
擦こ
す

れ
ば
直
ぐ
落
ち
る
。
阪
神
間
の

こ
の
掘
り
抜
き
井
戸
に
よ
る
水
は
必
ず
金
気
を
伴
っ
て
い
た
。

こ
の
湧
き
水
は
六
甲
山
系
よ
り
芦
屋
の
渓
谷
に
流
れ
込
み
、
再
び
地
下

に
潜
っ
て
細
か
い
砂
利
層
で
濾こ

さ
れ
て
湧
出
し
て
く
る
。
清
澄
な
水
で
銘

酒
灘
の
生
一
本
の
素
地
と
な
る
「
宮
水
」
の
系
統
で
あ
る
か
ら
硬
水
で
あ

る
が
、
多
分
の
炭
酸
分
を
含
む
鉱
水
で
あ
り
、
お
蔭
で
天
恵
の
「
水
の
味
」

を
味
わ
っ
て
い
た
。
花
崗
岩
で
構
成
さ
れ
て
い
る
六
甲
山
よ
り
芦
屋
川
に

流
れ
込
む
水
は
花
崗
岩
を
構
成
し
て
い
る
三
種
目
の
石
英
、
長
石
、
雲
母

が
夫
々
崩
壊
し
て
出
来
た
砂
利
の
層
を
通
っ
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
き
つ
い
硬
水
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
洗
濯
し
た
タ
オ
ル
な
ど
パ
リ
パ
リ

に
乾
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
顔
を
拭
く
こ
と
が
出
来
ず
必
ず
一
度
揉
み

解
い
て
使
っ
て
い
た
。

宮
水
に
つ
い
て
は
深
江
な
ど
灘
五
郷
は
臨
海
の
地
で
あ
り
、
そ
の
海
岸

か
ら
の
地
下
浸
水
が
宮
水
に
溶
け
込
む
。
こ
の
海
水
は
長
期
に
亘
っ
て
構

成
さ
れ
た
貝
殻
の
積
層
を
漉
し
通
っ
て
出
て
来
る
。
従
っ
て
、
カ
ル
シ
ウ

ム
分
を
含
有
し
、
こ
れ
又
、
硬
水
で
あ
る
。
上
か
ら
と
下
か
ら
と
の
強
い

硬
水
に
よ
る
井
戸
水
が
灘
の
銘
酒
の
原
料
と
な
る
宮
水
で
あ
る
。
こ
れ
は

京
都
大
学
の
研
究
に
よ
る
も
の
と
記
憶
す
る
。

昭
和
十
四
年
頃
、
住
居
は
神
楽
町
に
あ
っ
た
。
松
林
に
囲
ま
れ
た
所
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
西
側
通
路
の
出
口
に
黒
田
さ
ん
の
住
居
が
あ
っ
て
、
そ

こ
の
井
戸
へ
冬
の
酒
醸
造
期
に
は
馬
力
に
よ
る
タ
ン
ク
車
が
引
っ
き
り
無

し
に
、
そ
の
井
戸
水
を
運
ん
で
い
た
。
主
と
し
て
西
の
方
へ
の
運
搬
だ
っ

た
。
東
方
面
は
直
接
西
宮
の
宮
水
を
汲
ん
で
運
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
何
れ
に

し
て
も
、
こ
の
辺
の
井
戸
水
は
総
て
酒
醸
造
の
原
料
水
と
な
り
得
る
硬
水

で
あ
っ
た
。

昭
和
七
年
、
学
校
を
卒
業
し
て
愈
々
就
職
が
始
ま
り
、
大
阪
勤
め
と
な
っ

た
。
こ
の
時
飲
む
水
は
淀
川
水
源
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
不ま

ず味
さ
に

は
、
驚
き
入
っ
た
。
流さ
す
が石
に
六
甲
の
水
は
味
が
あ
る
と
感
銘
し
た
。
当
時

水
道
に
依
る
給
水
が
原
則
と
な
っ
て
い
た
が
武
庫
川
水
源
で
あ
り
、
上う
え

が

写真３　明治 40年のごろの阪神電車青木駅
（神戸新聞総合出版センター蔵の絵はがき）
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原
（
西
宮
の
山
手
）
に
浄
水
場
が
あ
っ
た
。
神
戸
市
は
生
田
川
水
源
で
あ

り
、
布
引
の
滝
が
水
源
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
人
口
増
加
に
伴
い
、
次

第
に
淀
川
の
水
を
引
き
入
れ
る
淀
川
水
源
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
五
年
頃
、
勤
め
の
関
係
で
京
都
住
ま
い
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
頃
僧
房
な
ど
を
訪
れ
る
と
、
実
に
薫
り
高
い
お
茶
を
出
し
て
い

た
だ
い
た
。
私
が
五
、六
才
の
頃
、
祖
父
が
お
客
さ
ん
の
あ
る
時
、
私
を
傍

ら
に
呼
ん
で
一
緒
に
煎
茶
一
服
飲
ま
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
味
を
心
得
て
、

そ
の
後
も
玉
露
茶
の
質
を
充
分
吟
味
し
な
が
ら
茶
を
点た

て
る
の
だ
が
、
こ

の
僧
房
の
薫
り
高
い
お
茶
に
は
及
ば
な
い
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
矢
張
り

加
茂
川
の
水
の
せ
い
だ
ろ
う
。

秀
吉
が
茶
を
点
て
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
宇
治
川
の
水
を
汲
ま
し
た
と
い

う
場
所
が
宇
治
橋
の
欄
干
の
出
っ
張
り
に
「
三
ツ
間
」
と
い
う
名
で
遺
さ

れ
て
い
る
。

水
の
性
格
に
は
我
々
が
常
に
掬き

く

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。「
水
は
方
円
の
器

に
随
う
」
と
か
「
如
水
の
交
わ
り
」
と
か
我
々
常
に
心
得
る
べ
き
数
々
の

も
の
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。
殊
に
年
が
進
ん
で
来
る
と
、
如
水
交
な
ど
全

く
魅
力
的
な
言
葉
で
あ
る
。
別
に
話
の
穂
を
繋
が
な
く
と
も
、
た
だ
会
っ

て
お
れ
ば
楽
し
い
と
云
う
様
な
交
り
は
最
高
の
交
り
と
思
う
。
友
と
の
交

際
も
次
第
に
か
く
あ
り
た
い
と
思
う
。

ギ
リ
シ
ヤ
神
話
で
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
海
水
か
ら
生
ま
れ
る
（
ボ
ッ
テ
ィ

チ
ェ
リBotticelli

の
名
画
で
知
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
）。
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ー

ス
ト
に
は
「
す
べ
て
は
水
よ
り
生
じ
た
り
。
す
べ
て
は
水
に
て
長
ら
え
ん
。」

と
あ
る
。
誠
に
、
水
は
生
物
の
母
で
あ
る
。

生
物
が
海
で
発
生
し
、
水
を
含
み
な
が
ら
陸
へ
上
が
っ
て
来
た
と
い
う

こ
と
は
生
物
の
含
水
量
の
多
い
こ
と
で
も
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の

定
説
の
よ
う
だ
。
人
間
の
生
命
も
、
水
で
成
り
立
っ
て
い
る
血
液
の
上
に

浮
か
ん
で
い
る
物
質
で
あ
る
と
云
い
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

然し
か

し
、
水
そ
れ
自
身
は
生
命
を
生
長
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ

は
生
命
の
中
に
存
在
す
る
独
自
の
自
我
、
自
覚
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
各

自
の
努
力
を
以
て
果
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
承
知
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
で
は
な
い
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

後
書

昔
、
深
江
村
は
阪
神
間
で
遜そ
ん
し
よ
く色の
な
い
村
で
あ
っ
た
。
何
れ
の
市
町
村

も
海
辺
の
地
か
ら
発
展
し
て
行
っ
た
も
の
だ
が
、
特
に
深
江
は
田
作
り
の

出
来
る
地
域
で
、
当
時
は
他
の
地
域
（
殊
に
芦
屋
は
芦
屋
川
に
よ
り
六
甲

山
の
花
崗
岩
の
流
砂
で
覆
わ
れ
、
田
畑
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
）
に
比
し

て
深
江
は
遥
か
に
有
利
な
条
件
の
下
で
商
店
街
も
栄
え
た
が
地
域
に
は
限

度
が
あ
る
。
次
第
に
山
手
の
地
区
へ
視
線
が
向
け
ら
れ
て
い
き
、
殊
に
芦

屋
の
伸
展
は
、
阪
急
電
車
開
通
と
共
に
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

従
っ
て
深
江
も
一
時
衰
退
の
時
代
が
あ
っ
た
が
、
阪
神
大
震
災
の
あ
と

急
激
に
伸
展
の
状
況
が
現
れ
て
き
た
。
神
戸
の
中
心
復
興
が
思
う
に
任
せ

ず
、
更
に
山
手
の
開
発
が
一
応
の
限
界
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
臨
海
の
埋

立
て
が
進
展
し
、
今
後
引
続
い
て
活
動
し
よ
う
と
す
る
力
が
自
然
こ
の
地

に
向
け
ら
れ
て
き
た
。
個
人
の
住
居
需
要
は
勿
論
の
こ
と
、
企
業
の
発
展

基
盤
の
対
象
に
も
欠
か
せ
な
い
地
区
に
な
っ
て
き
た
。

深
江
の
伸
展
を
念
願
し
な
が
ら
筆
を
措
く
。

　

平
成
十
年
二
月
二
十
四
日

�

岡
田
茂
義
記

◇
こ
の
連
載
は
単
行
本
と
な
り
史
料
館
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
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史
料
館
こ
の
一
年 

大　

国　

正　

美

◆
研
究
と
史
料
収
集

調
査
研
究
で
は
二
〇
二
四
年
度
は
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。
正
寿
寺
に
伝
来

す
る
蓮
如
筆
と
伝
え
ら
れ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
が
、
専
門
家

か
ら
真
筆
に
間
違
い
な
い
と
の
お
墨
付
き
を
戴
い
た
。
深
江
文
化
村
に
つ
い
て

も
、
職
業
不
詳
だ
っ
た
住
民
の
ワ
ル
タ
ー
に
関
す
る
史
料
が
数
多
く
コ
レ
ク
タ
ー

か
ら
紹
介
い
た
だ
き
、
保
険
代
理
店
を
営
む
ベ
ル
ギ
ー
人
で
戦
後
ま
で
在
住
し

て
い
た
と
分
か
っ
た
。
ま
た
史
料
の
収
集
で
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
夫
人
、
松
子

の
書
簡
が
寄
贈
さ
れ
展
示
を
始
め
た
。
い
ず
れ
も
本
誌
に
成
果
を
掲
載
し
た
。

成
果
の
公
開
で
は
、
本
誌
で
連
載
中
の
岡
田
茂
義
氏
の
『
深
江
の
心
象

風
景
』
を
次
女
の
福
田
誠
子
さ
ん
の
ご
支
援
で
単
行
本
と
し
て
発
刊
、
一

年
で
在
庫
が
底
を
つ
き
、
福
田
誠
子
さ
ん
に
増
刷
い
た
だ
い
た
。

◆
イ
ベ
ン
ト
・
取
材
協
力

イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
、
地
方
史
研
究
協
議
会
の
初
の
兵
庫
大
会
が
十
月
十
九

日
、
二
十
日
甲
南
大
学
で
開
か
れ
、
史
料
館
の
紹
介
展
示
を
行
っ
た
。
ま
た
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
魚
屋
道
を
歩
く
会
に
先
立
ち
、
初
心
者
向
き
の
「
魚
屋
道
さ
ん
ぽ
」

が
行
わ
れ
、
解
説
に
協
力
し
た
。
例
年
通
り
で
は
ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
芸
術
デ
ー

に
協
賛
し
、
田
中
邦
彦
画
伯
の
作
品
を
展
示
、
関
西
文
化
の
日
に
も
協
賛
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
山
納
洋
氏
の
取
材
に
協
力
、『
歩
い
て
よ
み
と
く　

地
域
経

済
』（
二
〇
二
五
年
三
月
）
が
出
版
さ
れ
、
財
産
区
に
よ
る
地
域
遺
産
の
保

全
と
継
承
の
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
神
戸
に
平
和
記
念
館
を
つ

く
る
会
に
写
真
を
提
供
、
三
月
に
長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
神
戸
空
襲
と
神
戸
港
の
写
真
展
」
で
展
示
さ
れ
た
。

関
西
テ
レ
ビ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ベ
ロ
・
シ
ロ
タ
調
査
協
力
、
朝
日
放
送
テ
レ

ビ
「
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
お
か
え
り
・
な
ん
で
や
ね
ん
！
？
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組

の
取
材
協
力
、
福
井
県
の
今
立
吐
酔
調
査
協
力
、
日
本
女
子
大
の
佐
々
木

陸
摩
氏
に
よ
る
深
山
杲
氏
の
調
査
に
も
協
力
し
た
。

◆
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

令
和
六
年
度
（
二
〇
二
四
）
の
史
料
館
で
の
神
戸
市
立
図
書
館
の
予
約

図
書
受
取
や
図
書
返
却
サ
ー
ビ
ス
は
、
貸
出
冊
数
月
平
均
一
六
六
五
冊
（
前

年
比
一
一
〇
％
）、
返
却
冊
数
は
一
六
七
九
冊
（
同
一
〇
八
％
）、
貸
出
を

利
用
し
た
人
数
は
月
平
均
五
六
六
人
（
同
一
〇
四
％
）
で
い
ず
れ
も
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
過
去
最
高
だ
っ
た
二
〇
二
三
年
は
月
平
均
の
貸
出
数

が
一
五
一
〇
冊
、
返
却
冊
数
が
一
五
四
七
冊
と
、
初
め
て
一
五
〇
〇
冊
を

突
破
し
た
が
、
今
年
度
は
と
も
に
一
六
〇
〇
冊
を
突
破
。
三
月
は
貸
出
二

一
三
〇
冊
、
返
却
二
一
六
九
冊
と
、
初
め
て
単
月
で
二
〇
〇
〇
冊
の
大
台

に
乗
っ
た
。
毎
月
の
人
数
・
冊
数
は
表
の
通
り
。

施
設
の
改
善
も
行
っ
た
。
女
子
ト
イ
レ
が
冬
季
は
寒
い
、
ま
た
小
学
校

高
学
年
の
女
児
も
学
童
保
育
で
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

を
導
入
し
た
。

2024 年度の図書利用
月 貸出 返却
４ 1454 490 1478
５ 1433 496 1366
６ 1840 637 1870
７ 1478 515 1480
８ 1536 530 1644
９ 1862 659 1799
10 1607 561 1639
11 1718 572 1753
12 1774 570 1612
１ 1473 476 1586
２ 1676 572 1755
３ 2130 724 2169

合計 19981 6802 20151
平均 1665.1 566.8 1679.3
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史
料
館
日
誌
抄

史
料
館
副
館
長　

道　

谷　
　
　

卓

　
　
　
　
　
　
二
〇
二
四
年
四
月
～
二
〇
二
五
年
三
月

〈
二
〇
二
四
年
〉

４
月
４
日　

岡
田
茂
義
氏
『
深
江
の
心
象
風
景
』
発
刊
、
財
産
区
の
要

望
を
受
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
。

４
月
６
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
端
午
の
節
句
」
に
展
示
替
え

５
月
11
日　

関
西
テ
レ
ビ
の
取
材
（
大
国
）

６
月
８
日　

女
子
ト
イ
レ
改
良
工
事
、
神
戸
学
院
大
学
（
見
学
者
一
八
名
）

　
　

21
日　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院�

（
見
学
者
一
五
名
）

　
　

22
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
夏
の
風
物
詩
」
に
展
示
替
え

７
月
16
日　

ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
芸
術
デ
ー
に
協
賛
し
、
田
中
邦
彦

画
伯
の
作
品
を
展
示

８
月
11
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ベ
ロ
・
シ
ロ
タ
調
査
協
力

８
月
24
日　

今
立
吐
酔
調
査
協
力

９
月
１
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
中
秋
の
名
月
」
に
展
示
替
え

９
月
８
日　

第
１
回
魚
屋
道
さ
ん
ぽ

　
　

28
日　

神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
歴
史
ウ
オ
ー
ク
（
見
学
者
三
〇
名
）

10
月
６
日　

東
灘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会　
　

（
見
学
者
一
九
名
）

10
月
18
日　

第
26
回
魚
屋
道
を
歩
く
会

10
月
19
日
、
20
日　

地
方
史
研
究
協
議
会
の
初
の
兵
庫
大
会
が
甲
南
大

学
で
開
か
れ
、
史
料
館
の
紹
介
の
展
示

11
月
２
日　

企
画
展
示　

田
中
邦
彦
画
伯
「
東
神
戸　

懐
か
し
の
風
景

展
２
」
開
始
（
十
二
月
十
六
日
ま
で
）

11
月
９
日　

ラ
ジ
オ
大
阪
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
山
納
洋
氏
の
取
材
協

力
、
二
〇
二
五
年
三
月
に
『
歩
い
て
よ
み
と
く　

地
域
経

済
』
と
し
て
出
版

11
月
16
、
17
日　

関
西
文
化
の
日
に
協
賛

12
月
７
日　

神
戸
に
平
和
記
念
館
を
つ
く
る
会

12
月
21
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
正
月
の
風
景
」
に
展
示
替
え

〈
二
〇
二
五
年
〉

１
月
25
日　

神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
歴
史
ウ
オ
ー
ク
（
見
学
者
一
八
名
）

　
　

31
日　

東
灘
小
学
校
三
年
生�

（
見
学
者
一
二
五
名
）

２
月
２
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
ひ
な
ま
つ
り
」
に
展
示
替
え

　
　

13
日　

本
山
第
三
小
学
校
三
年
生�

（
見
学
者
一
三
九
名
）

　
　

21
日　

福
池
小
学
校
三
年
生�

（
見
学
者
九
四
名
）

２
月
22
日　

日
本
女
子
大
の
佐
々
木
陸
摩
氏
が
深
山
杲
氏
の
調
査

２
月
23
日　

地
方
史
研
究
協
議
会
兵
庫
大
会
の
総
括
例
会
を
深
江
会
館
で
開
催

３
月
29
日　

朝
日
放
送
「
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ 

お
か
え
り　

な
ん
で
や
ね
ん
!?
」
で

史
料
館
が
紹
介
さ
れ
る

資
料
寄
贈
者
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
二
〇
二
四
年
四
月
～
二
五
年
三
月

　

山
田
良
子
／
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
／
永
田
正
和
／
尾
㟢
伸
之

�

（
道
谷　

卓
記
）

◆
杉
浦
昭
典
名
誉
館
長
が
死
去　

杉
浦
名
誉
館
長
が
二
〇
二
四
年
七
月
二
十

五
日
、
老
衰
の
た
め
死
去
し
た
。
九
五
歳
。
一
九
二
八
年
生
ま
れ
、
高
等
商
船
学

校
航
海
科
卒
業
。
神
戸
商
船
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
帆
船
航
海
術
史
。
神

戸
商
船
大
学
在
職
中
か
ら
史
料
館
理
事
を
務
め
、
一
九
九
二
年
の
退
職
後
に
館

長
に
就
任
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
一
七
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
館
長
を
務
め
た
。

こ
の
間
、一
九
九
五
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
、
館
長
と
し
て
復
旧
の
陣

頭
に
立
ち
半
年
後
に
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
二
〇
一
三
年
に
瑞
宝
中
綬
章
受
章
。
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